
各
科
授
業
要
旨
の
改
正

各
科
授
業
要
旨

(169
頁
参
照
）
は
『
東
京
美
術
学
校
一
覧
醒
誌
彗
窄
五
』
所
載
分

よ
り
記
述
に
改
正
が
加
え
ら
れ
た
。
改
正
さ
れ
た
部
分
を
次
に
記
す
。

日
本
盟
科

日
本
盟
科
ハ
各
學
年
毎
二
撥
任
数
官
ア
リ
テ
専
ラ
東
洋
粛
創
作
ノ
基
礎
赦
育

ヲ
授
ク
、
宜
技
ハ
模
窯
臨
霊
、
｛
島
生
及
新
案
競
技
ト
シ
特
二
課
ス
ル
學
課
ハ

一
般
共
通
學
課
及
選
捧
課
目
ノ
外
東
洋
綸
蓋
史
、
風
俗
史
、
解
剖
學
、
遠
近

法
ト
ス

模
寓
及
臨
聾
ハ
各
學
年
ヲ
通
、
ン
テ
之
ヲ
課
、
ン
古
名
家
ノ
事
蹟
ヲ
湿
ネ
テ
各
時

代
作
家
ノ
著
想
用
惹
及
運
筆
博
彩
ノ
法
ヲ
知
ラ
シ
ム

窃
生
ハ
初
學
年
二
於
テ
ハ
専
ラ
花
井
野
菜
魚
貝
ノ
類
ヲ
典
ヘ
テ
窯
サ
、
ン
メ
漸

ク
進
｀
｀
、
テ
禽
獣
ノ
寓
生
二
移
リ
併
セ
テ
石
秤
像
ノ
窃
生
ヲ
課
｀
ン
人
儒
描
窟
ノ

基
本
数
育
ヲ
施
、
ン
第
三
學
年
二
於
テ
ハ
梢
程
度
ノ
進
ミ
タ
ル
石
秤
像
ノ
窟
生

及
男
女
「
モ
デ
ル
」
ヲ
使
用
、
ン
テ
人
罷
描
窯
ノ
技
能
ヲ
授
ヶ
第
四
學
年
以
後

ニ
於
テ
ハ
専
ラ
人
盟
窃
生
ヲ
ナ
サ
シ
ム

[郊
〕

尚
各
學
期
ノ
中
間
適
営
ノ
季
節
ヲ
選
ミ
赦
官
指
導
ノ
下
二
効
外
寓
生
ヲ
行
ヒ

之
ヲ
基
礎
ト
シ
テ
風
屎
盟
ヲ
作
成
セ
シ
ム
叉
各
學
年
ヲ
通
｀
ン
各
學
期
ノ
終

ニ
於
テ
競
技
ヲ
課
シ
梢
大
ナ
ル
證
面
ヲ
使
用
｀
ン
各
自
ノ
考
案
ヲ
以
テ
新
作
七

シ
メ
其
學
期
間
修
得
ノ
技
侮
ヲ
検
ス

卒
業
期
二
至
リ
テ
ハ
専
ラ
卒
業
製
作
二
従
事
セ
シ
ム

西
洋
盟
科

西
洋
盪
科
ハ
第
一
第
二
學
年
ハ
年
級
毎
二
教
授
ス
レ
ド
モ
第
三
學
年
以
上
ハ

之
ヲ
第
一
第
二
第
三
ノ
三
数
室
二
分
チ
各
室
二
抱
任
数
授
ヲ
置
キ
生
徒
ノ
志

⑦
 

望
二
由
リ
テ
何
レ
カ
ノ
数
室
二
入
ラ
シ
メ
主
ト
シ
テ
木
炭
證
、
油
盟
ヲ
教
授

ス
、
特
二
課
ス
ル
學
課
ハ
一
般
共
通
學
課
及
選
揮
課
目
ノ
外
西
洋
縮
甕
史
、

解
剖
學
、
遠
近
法
ト
ス

第
一
學
年
二
於
テ
ハ
専
ラ
石
行
像
二
披
リ
テ
木
炭
盛
ヲ
習
得
セ
、
ン
メ
傍
ラ
油

箱
ノ
静
物
、
風
景
等
ヲ
描
カ
シ
ム

、
第
二
學
年
二
於
テ
ハ
人
髄
「
デ
ッ
サ

ソ
」
ヲ
課
｀
ン
第
一
二
學
年
以
上
二
於
テ
ハ
油
綸
ヲ
課
ス

、
風
景
證
ハ
期
日
ヲ
限

定
、
ン
テ
郊
外
窯
生
ヲ
ナ
サ
｀
ソ
ム

、
又
各
學
年
ヲ
通
｀
ン
各
學
期
ノ
終
二
於
テ
競

技
ヲ
課
シ
技
能
ノ
優
劣
ヲ
判
定
ス

卒
業
期
二
入
リ
テ
卒
業
製
作
二
従
事
セ
シ
メ
併
セ
テ
自
盟
像
ヲ
描
寓
セ
シ
ム

彫
刻
科

彫
刻
科
ヲ
分
チ
テ
塑
造
部
、
木
彫
部
ノ
ニ
ト
シ
生
徒
ノ
志
望
二
依
リ
テ
其
ノ

一
ヲ
選
ビ
學
修
七
シ
ム
特
二
課
ス
ル
學
課
ハ
一
般
共
通
學
課
及
選
揮
課
目

ノ
外
彫
刻
史
、
解
剖
學
、
遠
近
法
ト
ス
塑
造
部
ニ
テ
ハ
第
一
駆
年
ョ
リ
皆

塑
土
ヲ
以
テ
彫
刻
ノ
術
ヲ
學
修
セ
シ
ム
其
初
メ
ハ
石
秤
製
ノ
手
本
ヲ
興
ヘ

テ
之
ヲ
模
セ
シ
メ
技
伺
漸
ク
進
ム
ニ
従
ヒ
人
儒
二
依
リ
テ
其
形
ヲ
｛
鳥
サ
シ
ム

卒
業
期
二
至
リ
テ
専
ラ
卒
業
製
作
ヲ
ナ
サ
・
ソ
ム
ル
コ
ト
他
科
二
同
・
ン

木
彫
郡
ノ
赦
授
順
序
モ
亦
略
々
塑
造
部
ノ
如
ク
古
作
品
ヲ
模
セ
シ
メ
或
ハ
塑

土
ヲ
以
テ
原
型
ヲ
作
ル
ノ
術
ヲ
學
バ
シ
ム
又
時
々
各
自
ノ
創
案
ヲ
以
テ
製

作
セ
シ
ム
卒
業
期
二
至
リ
卒
業
製
作
ヲ
ナ
サ
シ
ム
ル
コ
ト
塑
造
部
二
同
｀
ン

箱
盟
ハ
彫
刻
二
必
要
ナ
ル
箱
甕
ヲ
修
メ
シ
ム
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
別
二
設
ク
ル
数

室
二
於
テ
之
ヲ
課
ス

建
築
科

建
築
科
ニ
テ
ハ
建
築
及
建
築
装
飾
二
開
ス
ル
闊
案
卜
理
論
ト
ヲ
専
修
セ
・
ン
ム

特
二
課
ス
ル
學
科
ハ
東
西
建
築
史
、
建
築
學
、
理
駆
、
用
器
霊
法
ト
シ
質
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ス 習
ハ
製
圏
、
組
聾
、
彫
塑
ヲ
修
メ
シ
ム
ル
ノ
外
隧
々
建
築
工
場
及
宜
物
製
作

ニ
就
キ
テ
見
學
｀
ン
叉
質
測
ヲ
ナ
サ
、
ン
メ
時
々
創
案
ヲ
以
テ
製
作
二
従
事
七
｀
ソ

ム
創
案
ハ
既
二
學
修
、
ン
タ
ル
學
理
卜
製
圏
カ
ト
ニ
依
リ
各
學
年
ヲ
通
｀
ン
各

自
ノ
＿
意
匠
ヲ
須
ヰ
テ
創
作
セ
シ
ム
ル
モ
ノ
ナ
リ
、
卒
業
期
二
在
リ
テ
ハ
質
際

ノ
要
件
ヲ
某
礎
ト
セ
ル
建
第
及
建
築
装
飾
園
案
ニ
ョ
リ
テ
卒
業
製
作
ヲ
ナ
サ

而
シ
テ
學
科
ノ
内
容
ヲ
示
七
バ
左
ノ
如
シ

建
策
史
ハ
之
ヲ
東
西
二
別
チ
東
洋
建
築
史
ハ
主
ト
シ
テ
日
本
建
築
史
ヲ
数
へ

朝
鮮
、
支
那
及
印
度
二
於
ケ
ル
建
築
沿
革
ノ
大
要
二
及
ボ
シ
西
洋
建
槃
史
ハ

臥
米
二
於
ケ
ル
古
代
ョ
リ
現
今
二
至
ル
建
築
様
式
ノ
瑳
遷
卜
特
徴
ノ
概
略
ヲ

講
授
ス

建
策
學
ハ
コ
レ
ヲ
敷
課
目
二
分
ッ
即
チ
建
築
構
造
、
建
築
材
料
、
施
工
法

等
二
於
テ
ハ
建
築
ノ
骨
骸
、
楷
造
及
之
ガ
施
工
ノ
大
要
卜
現
場
二
臨
メ
ル
心

得
及
工
費
見
積
ノ
概
要
等
ヲ
数
へ
建
築
意
匠
、
建
築
装
飾
ニ
テ
ハ
建
築
及
家

具
ノ
意
匠
製
作
二
闊
ス
ル
理
論
卜
要
件
ト
ヲ
修
メ
シ
メ
日
本
建
築
二
於
テ
ハ

過
去
ノ
建
築
ヲ
研
究
シ
且
将
来
日
本
特
有
ノ
建
築
創
成
二
到
ス
ル
智
識
ヲ
投

成
七
シ
ム
又
色
彩
學
ニ
テ
ハ
色
彩
二
閥
ス
ル
學
理
ヲ
授
ケ
尚
地
質
、
測

量
、
術
生
、
地
震
、
音
響
、
庭
園
其
他
建
築
二
開
係
ア
ル
特
別
ノ
講
義
ヲ
課

學
理

ノ
中
、
敷
學
、
力
學
ハ
建
築
理
論
二
闘
係
ア
ル
各
學
科
ノ
理
解
カ
ト
敷

理
的
智
識
ノ
涵
投
ヲ
目
的
ト
シ
構
造
力
學
二
在
リ
テ
ハ
建
築
物
ノ
安
全
ヲ
期

ス
ル
要
素
及
其
計
算
ヲ
修
メ
シ
ム
ル
ニ
ア
リ

用
器
霊
法
ハ
投
影
陰
影
二
始
マ
リ
圏
法
幾
何
及
遠
近
法
二
至
ル
理
論
卜
圏
法

ト
ヲ
数
へ
闘
案
、
窃
生
等
二
於
ケ
ル
正
確
ナ
ル
カ
ヲ
養
フ
ニ
ア
リ

綸
霊
ハ
木
炭
甕
ヲ
主
ト
シ
建
築
及
各
種
ノ
形
髄
ヲ
正
確
二
模
窯
ス
ル
カ
ト
博

シ
ム

ス

金
工
科

彩
配
色
ノ
法
ヲ
習
得
セ
、
ン
メ
以
テ
製
園
及
圏
案
ノ
カ
ヲ
補
フ

彫
塑
ハ
塑
土
ヲ
以
テ
立
憫
的
形
像
ノ
研
究
ヲ
ナ
シ
或
ハ
装
飾
彫
刻
ノ
カ
ヲ
修

得
七
シ
ム

圏
案
科

圏
案
科
ニ
テ
ハ
各
種
ノ
エ
藝
園
案
ヲ
専
修
セ
シ
ム
ル
モ
ノ
ト
ス

、
宜
習
ヲ
分

チ
テ
岡
案
、
綸
盟
、
各
種
工
藝
製
作
及
彫
塑
ト
シ
特
二
課
ス
ル
學
課
ハ
一
般

共
通
學
課
及
選
揮
課
目
ノ
外
工
藝
史
、
岡
案
法
、
各
種
工
藝
製
作
法
、
用
器

聾
法
等
ト
ス
第
一
學
年
ノ
質
習
ハ
専
ラ
給
霊
彫
刻
卜
、
ン
第
二
學
年
以
後
ノ

質
習
ハ
岡
案
、
給
霊
、
各
種
工
藝
製
作
ト
ス

閾
案
宜
習
ハ
動
植
物
ヲ
｛
島
生
｀
ン
テ
其
資
料
ニ
ョ
リ
、
又
内
外
新
古
各
時
代
各

種
工
藝
ノ
様
式
ヲ
基
本
ト
シ
テ
圏
案
ヲ
修
得
セ
シ
ム
而
シ
テ
此
等
ノ
學
習

ニ
ョ
リ
各
自
ノ
意
匠
ヲ
須
ヰ
テ
創
作
セ
、
ン
メ
更
二
卒
業
期
二
至
リ
宜
際
ノ
要

件
ヲ
基
礎
ト
シ
テ
各
自
所
選
ノ
エ
藝
圏
案
ノ
卒
業
製
作
ヲ
ナ
サ
シ
ム

縮
畳
ヲ
分
チ
テ
日
本
聾
、
西
洋
盟
ト
シ
彫
刻
ヲ
分
チ
テ
木
彫
塑
造
ト
シ
執
レ

モ
臨
模
寮
生
新
案
等
ヲ
作
成
セ
シ
ム

各
種
工
藝
製
作
法
ハ
漆
エ
、
金
工
、
錨
金
、
陶
磁
器
、
染
織
、
印
刷
等
ノ
講

義
及
宜
習
ヲ
ナ
サ
シ
ム

金
工
科
ヲ
分
チ
テ
彫
金
部
、
鍛
金
郡
ト
シ
生
徒
ノ
志
望
二
依
リ
テ
其
ノ
一
ヲ

學
修
セ
シ
ム
ト
雖
モ
第
一
學
年
ニ
ア
リ
テ
ハ
専
ラ
給
聾
及
彫
刻
ヲ
課
シ
叉
第

三
學
年
二
至
ル
マ
デ
ハ
彫
金
、
鍛
金
雨
者
ヲ
兼
修
｀
ン
第
四
學
年
以
後
各
部
専

隈
ノ
技
法
ヲ
修
得
七
シ
ム
ル
モ
ノ
ト
ス
、
特
二
課
ス
ル
學
課
ハ
一
般
共
通
學

課
及
選
揮
課
目
ノ
外
闘
案
法
、
製
作
法
、
エ
藝
史
、
金
工
史
及
工
藝
化
學
卜
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造
ノ
原
型
ヲ
作
ル
コ
ト
ヲ
學
バ
シ
ム

彫
金
ハ
最
初
嬰
ノ
運
用
卜
基
本
工
法
ト
ヲ
自
得
七
シ
ム
ル
為
メ
手
本
ヲ
典
へ

テ
彫
刻
ノ
順
序
ヲ
授
ケ
次
デ
應
用
試
作
セ
シ
メ
技
悟
漸
ク
進
ム
ニ
従
ヒ
次
第

ニ
複
雑
ナ
ル
各
種
手
法
ヲ
赦
へ
傍
ラ
新
案
彫
刻
ヲ
作
サ
シ
ム

鍛
金
宜
習
ノ
順
序
モ
亦
略
々
彫
金
部
ノ
如
ク
其
初
メ
各
金
屡
ノ
鎚
起
法
ヲ
授

ケ
且
器
物
ノ
作
法
ヲ
赦
へ
其
技
漸
ク
進
ム
ニ
従
ヒ
鳥
獣
人
物
等
ヲ
作
ル
コ
ト

ヲ
學
修
セ
・
ン
メ
傍
ラ
新
案
ヲ
以
テ
作
成
セ
シ
ム
卒
業
期
二
至
リ
以
上
ノ
技

術
ヲ
以
テ
卒
業
製
作
ヲ
ナ
サ

・
ソ
ム
ル
コ

ト
他
科
二
同
シ

塑
造
ハ
塑
土
ヲ
以
テ
原
型
ヲ
作
ル
ノ
法
ヲ
學
修
セ
｀
ン
ム
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
別
二

設
ク
ル
所
ノ
数
室
二
於
テ
之
ヲ
課
ス

箱
盟
及
岡
案
ハ
箱
盟
ノ
カ
ヲ
投
ヒ
並
二
金
工
二
必
要
ナ
ル
闘
案
ヲ
學
修
セ
シ

ム
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
別
二
設
ク
ル
赦
室
二
於
テ
之
ヲ
課
ス

〔科
〕

錨
造
料

錨
造
科
ニ
ハ
錨
浚
及
蛾
型
教
室
、
塑
造
赦
室
偲
色
赦
室
、
錨
造
工
場
ア
リ
テ

銹
造
ノ
術
ヲ
赦
へ
又
特
二
課
ス
ル
學
課
ハ
一
般
共
通
學
課
及
選
揮
課
目
ノ
外

闘
案
法
、
エ
藝
史
及
金
工
史
、
製
作
法
、
エ
藝
化
學
ト
ス

第
一
學
年
二
於
ケ
ル
宜
習
ハ
綸
聾
及
彫
刻
ヲ
課
ス
ル
コ
ト
金
工
科
二
同
シ

鉗
造
宜
習
ハ
塑
土
又
ハ
蛾
型
ニ
テ
器
物
室
内
装
飾
品
彫
像
等
ノ
錨
造
原
型
ヲ

作
ル
方
法
ョ
リ
之
ヲ
鉗
成
、
ン
テ
博
色
ス
ル
術
ヲ
赦
フ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
其
初
メ

ハ
手
本
二
由
リ
テ
簡
箪
ナ
ル
海
肉
半
肉
ノ
手
板
又
ハ
額
面
ョ
リ
漸
次
其
技
ノ

熟
ス
ル
ニ
従
ヒ
各
自
ノ
創
案
セ
ル
筆
簡
香
煉
花
瓶
ノ
類
ヲ
造
ラ
シ
メ
又
窯
生

｀
ン
タ
ル
鳥
獣
人
物
等
ヲ
錨
成
セ
シ
ム
卒
業
期
二
至
リ
テ
卒
業
製
作
ヲ
ナ
サ

シ
ム
ル
コ
ト
他
科
二
同
ジ

塑
造
ハ
塑
土
ヲ
以
テ
原
型
ヲ
作
ル
ノ
基
本
数
育
ヲ
施
・
ン
蛾
型
ハ
蝋
ヲ
以
テ
錨

今
絃
二
錨
造
ノ
順
序
ヲ
略
説
ス
レ
バ
手
本
二
由
リ
叉
ハ
窃
生
新
案
ヲ
以
テ
蛾

若
ク
ハ
塑
土
ニ
テ
物
形
ヲ
作
ル
ヤ
之
ヲ
錨
造
工
場
二
致
．
ン
テ
牝
型
及
中
子
ヲ

作
リ
次
ギ
ニ
熔
銅
ヲ
注
入
、
ン
然
ル
後
其
錨
型
ヲ
毀
チ
錨
成
シ
タ
ル
モ
ノ
ハ
錨

浚
数
室
二
於
テ
仕
上
ゲ
ヲ
為
シ
了
レ
バ
則
チ
博
色
数
室
二
入
リ
テ
適
宜
二
博

色
ヲ
為
、
ン
是
二
於
テ
初
メ
テ
成
品
ヲ
見
ル
ヲ
得
ル
ナ
リ

箱
盟
及
圏
案
ヲ
課
ス
ル
ハ
金
工
科
二
同
シ

漆
工
科
ニ
ハ
蒔
箱
赦
室
卜
調
漆
数
室
ト
ア
リ
テ
主
ト
シ
テ
蒔
縮
及
楳
漆
二
鵜

ス
ル
穂
ベ
テ
ノ
技
法
ヲ
學
修
セ

シ
ム

、
特
二
課
ス
ル
學
課
ハ
一
般
共
通
學
課

及
選
揮
課
目
ノ
外
閾
案
法
、
製
作
法
、
エ
藝
史
、
漆
工
史
及
工
藝
化
學
ト
ス

蒔
紺
宜
習
ハ
蒔
箱
二
閥
ス
ル
一
切
ノ
技
巧
ヲ
練
習
セ
シ
メ
併
セ
テ
其
作
法
ニ

翡
ス
ル
事
理
ヲ
了
解
セ
シ
ム
ル
ト
同
時
二
其
應
用
製
作
ノ
智
識
ヲ
興
へ
卒
業

期
二
至
リ
テ
ハ
其
技
能
ヲ
應
用
シ
テ
卒
業
製
作
ヲ
ナ
サ

シ
ム

調
漆
宜
習
ハ
漆
二
隙
ス
ル
取
扱
法
、
調
合
法
、
楳
漆
法
等
二
至
ル
マ
デ
宜
地

ニ
其
作
法
ヲ
學
習
セ
シ
ム

叉
時
々
彫
鍍
宜
習
ヲ
課
｀
ン
蒔
箱
調
漆
ノ
作
品
二
牙
角
貝
甲
ヲ
彫
刻
嵌
鍍
ス
ル

ノ
術
ヲ
學
ハ

シ
ム
綸
蔽
岩
及
岡
案
宜
習
ハ
箱
盤
ノ
カ
ヲ
投
ヒ
並
二
漆
工
二
必

要
ナ
ル
圏
案
ヲ
學
習
セ
シ
ム

岡
盟
師
範
科

圏
甕
師
範
科
ハ
普
通
赦
育
二
従
事
ス
ル
闘
證
科
赦
員
ヲ
養
成
ス
ル
ヲ
以
テ
主

旨
ト
ナ
ス
ガ
故
二
技
術
家
タ
ル
ト
同
時
二
赦
育
者
ク
ル
ノ
學
識
品
格
ヲ
義
ハ

ン
ガ
タ
メ
各
科
二
課
ス
ル
共
通
學
科
ノ
外
教
育
學
及
心
理
學
、
数
授
法
、
岡

案
法
及
色
彩
學
、
用
器
霊
法
、
英
語
、
数
授
練
習
ヲ
課
｀
ン
宜
技
ハ
自
在
需
、

手
エ
、
習
字
ヲ
課
ス

漆
工
科
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シ
ム

赦
育
學
及
心
理
學
ハ
教
育
及
心
理
ノ
理
論
及
應
用
、
数
育
史
、
學
校
衛
生
ヲ

課
ス

圏
案
法
ハ
平
面
及
立
麓
闘
案
ヲ
授
ヶ
色
彩
學
ハ
主
ト
シ
テ
色
彩
美
ヲ
授
ク
、

用
器
甕
法
ハ
平
面
圏
法
、
投
影
圏
法
、
閾
法
幾
何
、
透
視
圏
法
、
陰
影
圏
法

ヲ
授
ヶ
且
ッ
製
園
ヲ
課
ス

英
語
ハ
主
ト
シ
テ
美
術
及
圏
驚
教
育
二
閥
ス
ル
叙
事
論
説
ノ
講
讀
ヲ
學
修
セ

自
在
聾
ハ
木
炭
聾
、
鉛
筆
聾
、
毛
筆
聾
、
水
彩
聾
等
ト
シ
石
秤
模
型
、
標

本
、
質
物
二
依
リ
テ
陰
影
、
濃
淡
及
色
彩
ヲ
授
ク
其
方
法
ハ
｛
島
生
ヲ
主
ト

シ
テ
兼
テ
見
取
及
考
案
ノ
カ
ヲ
練
習
セ
シ
ム
第
二
年
、
第
三
年
二
至
リ
テ

ハ
塗
板
上
ノ
練
習
ヲ
加
へ
第
一
一
一
年
ハ
殊
二
教
授
練
習
ヲ
主
ト
シ
テ
初
等
教
育

ヨ
リ
中
等
数
育
二
至
ル
数
案
ノ
編
成
ヲ
行
ハ
シ
ム

手
エ
ハ
粘
土
、
切
貫
、
厚
紙
細
工
、
竹
エ
、
木
工
、
金
工
、
漆
工
及
彫
塑
ノ

一
般
ヲ
授
ヶ
ソ
ノ
＿
意
匠
岡
案
ヲ
練
リ
且
ツ
手
エ
理
論
及
其
教
授
法
ヲ
課
ス

習
字
ハ
運
筆
ノ
練
習
ヲ
主
卜
、
ど
兼
テ
其
教
授
法
ヲ
授
ク

⑧

斎
藤
佳
三
の
図
案
科
改
革
意
見

斎
藤
佳
一
二
は
第
二
巻

(791
頁
）
に
記
し
た
と
お
り
、
大
正
八
年
、
図
案
科
に

新
風
を
吹
き
込
む
た
め
に
今
和
次
郎
と
と
も
に
講
師
と
し
て
起
用
さ
れ
、
大
い

に
生
徒
を
刺
激
し
た
。
彼
は
同
十
一
年
八
月
か
ら
十
二
年
十
一
月
に
か
け
て

「
社
会
及
び
社
会
教
育
に
関
す
る
装
飾
美
術
の
研
究
並
び
に
意
匠
に
関
す
る
研

究
」
を
目
的
と
し
て
欧
州
（
特
に
ド
イ
ツ
）
へ
私
費
渡
航
し
、
そ
の
際
、
本
校

か
ら

「
欧
州
に
於
け
る
装
飾
美
術
教
育
に
関
す
る
施
設
及
び
授
業
方
法
の
調

査
」
を
委
託
さ
れ
た
。
本
学
に
残
る
彼
の
『
図
案
及
装
飾
美
術
教
育
に
関
す
る

次
に

「
二
、
装
飾
美
術
の
新
意
義
及
其
領
域
」
と
題
し
、
装
飾
美
術
は
個

こ
の
報
告
書
は
謄
写
版
印
刷
の
小
冊
子

(
2
3
x
1
6
c
m
)
で
、
本
文
十
八
頁
、

ド
イ
ツ
国
内
工
芸
美
術
学
校
二
十
二
校
の
リ
ス
ト
（
提
出
の
際
に
添
付
し
た
各

校
の
規
則
書
は
現
存
し
な
い
）
四
頁
か
ら
成
り
、
大
正
十
五
年
五
月
十
五
日
に

斎
藤
が
執
筆
し
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
凡
そ
次
の
と
お
り
で
あ

る
。先

ず
、
「
一
、
図
案
の
有
す
る
領
域
及
使
命
」
と
題
し
て
、
我
が
国
に
お
け

る
現
今
の
「
図
案
」
観
念
は
頗
る
狭
く
、
「
図
案
」
の
活
用
領
域
は
工
芸
品
に

の
み
止
ま
る
と
い
う
観
が
あ
る
の
は
、
本
校
図
案
科
の
あ
り
方
に
も
一
因
あ
り

と
し
、
ド
イ
ツ
で
一
九

0
六
年
に
「
装
飾
美
術
に
関
す
る
新
意
識
」
が
樹
立
さ

れ
た
の
を
例
に
と
っ
て
、
「
装
飾
精
神
」
を
涵
捉
す
る
手
段
こ
そ
が
図
案
で
あ

る
と
言
う
。
そ
し
て
、
国
際
メ
ッ
セ
で
人
気
を
博
す
る
も
の
を
見
れ
ば
分
か
る

と
お
り
、
今
日
、
平
等
化
し
た
民
衆
文
化
の
要
素
で
あ
る
個
人
／
＼
の
福
祉
を

目
的
と
し
た
大
鎚
生
産
に
工
芸
の
目
標
を
定
め
る
べ
ぎ
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
時

代
精
神
、
時
代
趣
味
、
時
代
気
分
を
含
め
た
装
飾
精
神
が
発
揮
さ
れ
て
現
代
人

生
活
と
有
機
的
に
結
び
つ
く
製
品
が
作
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
か
ら
、

図
案
は
飽
く
ま
で
も
こ
の
装
飾
精
神
を
基
本
に
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
し
、
従
来
の
よ
う
に
「
た
ゞ
自
己
の
有
す
る
技
術
及
嗜
好
に
の
み
準
拠
す

る
工
芸
品
」
（
つ
ま
り
本
校
工
芸
部
に
お
け
る
一
品
製
作
の
美
術
工
芸
品
）
を

作
る
態
度
を
以
て
し
て
は
図
案
の
新
領
域
、
す
な
わ
ち
我
が
国
個
有
の
図
案
力

の
欠
所
を
補
い
発
達
さ
せ
た
と
こ
ろ
の
新
領
域
の
開
拓
は
で
き
な
い
と
、
暗
に

本
校
工
芸
部
の
あ
り
方
を
批
判
し
て
い
る
。

人
の
自
由
に
対
す
る
覚
醒
と
物
質
文
化
の
加
速
度
的
進
展
を
背
景
と
す
る
現
代

調
査
』
は
そ
の
報
告
書
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
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